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新緑まぶしい良い季節になってきました。 

ゴールデンウィークに向け色々な事を計画中にやってきた４.14熊本地震でした。熊本に住んで30年あ

まり地震の心配などしたことありませんでした。 

阿蘇山が大噴火でもしない限りありえないと思っていました。 

あれから3週間ずーっと震度3から４の余震が続いています。なんとこの連休までで1000回以上です。 

またいつか大きく揺れるのではないかという心配と、揺れに慣れてしまっている熊本県民です。 

たくさんの被害を受けている中みんなで頑張っております。 

県外からたくさんのお見舞いや励ましのお言葉いただきありがとうございました。 

そこで会計事務所である私は地震が起きて一番に思ったことは、法人の決算申告期限の延長でした。 

現在28年4月14日以後に到来する申告、納付がすべての税目について自動的に延長されています。 

期限はまだ決まっておりません。 

個人の確定申告の納税を口座振替にされていた4月20日、5月31日の振替はありません。消費税4月

25日も振替ありませんでした。 

社会保険料も振替ありませんでした。これは5月になってから納付書が送られてきますのでそれで納付

してくださいとのことです。 

窓口に相談に行けば分割もできると思います。 

国民年金も、免除や口座振替停止することができます。 

あとは企業の皆さん向けの災害対策資金（政策金融公庫災害復旧貸付）をはじめ熊本県の保証制度、 

市の資金といろいろありますので弊社担当者にご相談ください。住宅ローンについても相談できます。

（各金融機関で受け付けています） 

その他厚生労働省の雇用調整助成金特例や地震により休業している事業主、労働者への給付金について

などは社会保険労務士へご相談ください。 

今回は熊本地震に関することを皆さんにお知らせとして書かせていただきましたが、これは他府県で地

震が起こった時も規模により同じことが適用されると思います。是非参考にしてください 

毎日朝起きてご飯食べて、お仕事に行って、会社の同僚やお客様とふれあい、夜家路につきご飯を食べ

てお風呂に入り、お布団で眠る。蛇口をひねれば水が出る、スイッチを入れれば電気がつく、お湯も出

る、こんな当たり前が当たり前でなくなる、こんな不自由なことはありません。 

日々の当たり前に感謝して物を大切にしていかねばならない

と深く考えさせられました。 

ありがとうございました。 

会長室から、こんど～です 

(株)大成経営開発会長 近藤記 
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『熊本震災に想う事～社長が譲ってはいけないたった一つの仕事』 

会議長ブログ：自由人石本の毘沙門天世界放浪記 

毎日更新しています！ 是非読んでください！ 

  

 

                  

みなさま如何お過ごしでしょうか？ 

ご存知の方も多いと思いますが、私は熊本県出身の『くまモン』です。今回の熊本震災対応で大変な

日々を過ごしています。 

熊本では、約400年ぶりの大地震とか？観測史上初の震度7が、2回も同じ震源で起こっています。い

まも余震続きの状態で、復興が遅れている状況です。被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。

お亡くなりになった方々のご冥福をお祈りいたします。 

ところで今回の熊本地震の事後対応で色々の経営者やご家族の方々とやり取りさせて頂きました。 

そこで想う事があります。 

それは資産家の教えと帝王学の教えです。 

そして帝王学の教えとは、『社長が譲ってはいけないたった一つの仕事』です。 

まず資産家の教えとは、以下の順番に大事にしなさいという事です。 

 

1. 健康 

2. 時間 

3. 人間関係（人脈含む） 

4. お金 

 

今回の地震の対応で感じた事です。家訓みたいなものです。 

そして帝王学の教えの中でも『社長が、譲ってはいけないたった一つの仕事』です。 

熊本では、今回の震災で倒産・廃業もありそうです。場合によっては、致し方ない事です。 

そこで私が想ったのが、帝王学の教えの『社長が絶対に譲ってはいけないたった一つの仕事』です。 

お客様を励ます事は、出来ます。だがしかしお客様が、再生できると想っているかどうかが、一番大事

です。 

社長が譲ってはいけないたった一つの仕事は、『会社を守る』という事です。肩書や実印は譲っても

『会社を守るという気持ちは、譲ってはいけない』と言われています。 

会社を守るとは、 

 

1. 社員を守る 

2. お客様を守る 

3. 家族を守る 

 

『この想いのエネルギーの強さが、再生の勝敗を決める』みたいです。

どんな事があっても守る・出来ると想ったら再生出来るという事です。あとは再生のための方法論とい

う手段であり道具です。それを時間軸の中で組み立てていく事になると想います。 

いまから熊本では、復興が始まります。こういう時こそ強い気持ちを持って事に当たりたいものです。

後になりましたが、みなさまの健闘と復興をお祈りいたします。 

（東京事務所にて）  
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「地震の被害にあわれた皆様 」 
 

近年、海外へマンションなどの財産を持つ方が増えてきました。このたびの熊本地震により、被災され

た皆さま、心よりお見舞い申し上げます。少しでも、皆様のお役に立てます様、頑張ります。 

 

今月は、被害を受けられた方の税制上の措置や手続についてお話できればと思います。 

①申告・納付等の期限の延長 

②所得税の全部または一部の軽減 

③相続税・贈与税の免除または軽減 

④納税の猶予 などがあります。 

 

①申告・納付等の期限の延長 
熊本地震災害により、熊本県下について国税庁長官による地域指定が行われており、期限が平成28年 

4月14日以降に到来する申告、納付について延長することとされています。したがって、その指定され

た期日までに申告すれば良いことになりますが、現時点ではその期日は指定されていません。 

(参考) 

災害などの理由により、国税に関する申告、納付などをその期限までにすることができないと認め

る場合は、その理由のやんだ日※から2ヶ月以内に限り、申告、納付を延長することができるとさ

れています。※やんだ日とは状況が落ち着いた日であり、まだ指定されていません。 

 

また、相続税の場合は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②所得税の全部または一部の軽減 
災害により、住宅や家財などに被害を受けた場合は 

● 所得税法に定める雑損控除の方法 

● 災害被害者に対する租税の減免、徴収猶予等に関する法律(災害減免法）に定める税金の軽減

免除による方法 

いずれか有利な方法で、所得税の軽減を受けられる場合があります。 

 

その他、災害により被害にあった建物等の修繕費の見積書、請求書、領収書は必ず保管しておくこと 

また、被災した家屋や事務所などの被害の程度を証明する「り災証明書」を取得されると、今後、税

務、銀行借入補助金の取得の際など必要な時があるかと思います。今後、税務上、有益な情報は、都度

お知らせしていきます。 

また、資金繰りのご相談などありましたら、何なりとご相談ください。 

 

編集後記：熊本県を中心に余震がまだ続いています。被害が大きかった益城町は、 2度にわたり震度7の揺れに襲

われ、甚大な被害がでました。被害に遭われた方々に、心よりお見舞い申し上げます。熊本のシンボル的存在の熊

本城まで大きな被害を受けてしまいました。再建には10年超あるいは20年かかると言われています。そして全国

各地より励ましや応援をいただき、感謝の気持ちでいっぱいです。東北の皆さんも頑張っています。私たちも熊本

城の再建を復興の旗印に頑張りたいと思います。がんばるばい！熊本！！ 

いまさら聞けない相続税の仕組シリーズ 

岡村泰 

被相続人の相続開始日 相続開始日における被相続人

の住所 
今回の地域指定による期限延長

の対象か否か 
平成27年6月14日以降 
(延長前の相続税の申告期限

が平成28年4月14日以降) 

熊本県 ○(対象) 
熊本県以外 ×(対象外) 

平成27年6月13日以前 
(延長前の相続税の申告期限

が平成28年4月13日以前) 
－ ×(対象外) 


